
　乳がんや卵巣がんの多くは、遺伝する病気ではあ
りません。しかし、遺伝的な要因がはっきりしてい
て親から子に遺伝することのある「遺伝性のがん」
があることも事実です。そのような遺伝性のがんは、
乳がんや卵巣がん全体のうち約 10％を占めると言
われています。乳がんや卵巣がんの発症と関連して
いる２種類の遺伝子が同定され、BRCA １遺伝子、
BRCA ２遺伝子と名付けられました。この２種類の
遺伝子は男女関係なく誰でも持っている遺伝子です
が、生まれつきこの遺伝子のどちらかに乳がんや
卵巣がんの発症に関する変化（病的変異）があると、
乳がんや卵巣がんなどになりやすいことが分かって
います。
　日本人女性が生涯のうちに乳がんを発症するリス
クは９％、卵巣がんは１％と言われています。例え
ば BRCA １遺伝子または BRCA ２遺伝子に病的変異
がある女性の生涯発症リスク推測値について、乳が

◆本市が目指す健康長寿のまちとは？
　本市が考える健康長寿のまちは、全ての市民が身
体面での健康だけではなく、それぞれに生きがいを
感じ、明るく・元気に・健やかに暮らすことができ
るまちです。

◆高齢者が生きがいを持てるまちへ
　今後、ますます少子高齢化の進展が見込まれる中、
特に高齢者が生きがいを持って地域で活躍できる社
会の実現を目指すことが重要です。そのためには、
市民の「健康寿命」の延伸を図ることが重要な課題
であり、その課題を解決するため、乳幼児から高齢
者まで全ての世代を対象に、健康長寿の取り組みを
推進する必要があります。

◆延ばすのは平均寿命より健康寿命！
　「健康寿命」とは、日常的に介護を必要としない
で、自立した生活ができる生存期間のことです。平

んは 41 ～ 90％、卵巣がんは８～ 62％となってい
ます。また、乳がんや卵巣がんになりやすいだけで
はなく、「若くしてがんになる」「乳がんを多発する
（対側乳がん・同側乳がん）」などが見られることが
あります。HBOC の男性では、一般の男性よりも乳
がんや前立腺がんになりやすいことが知られていま
す。以下の項目に当てはまる人は乳腺外科または婦
人科専門医にご相談ください。
□�若年性乳がん（40 歳もしくは 50 歳以下で診断）
□60歳以下で診断されたトリプルネガティブ乳がん
□１人で２個以上の原発性乳がん
□卵巣がん　□男性乳がん
□�乳がんを発症したことがあり、かつ、次に当ては
まる血縁者がいる
　・50 歳以下で乳がんを発症　・卵巣がんを発症
　・乳がんまたは膵がんを発症（２人以上）
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均寿命と健康寿命の間には、男性で約９年、女性で
約 12 年の差があります。誰もが最期まで、健康で
いきいきとした生活を送るために、健康寿命を延ば
し平均寿命との格差を縮めましょう。

　今後このコーナーでは、乳幼児から高齢者まで全
ての世代に対し、各世代に応じた取り組みや、食事
やスポーツなど世代間共通の取り組みなどを毎月紹
介していきます。

　健康課と高齢福祉課で
は「健康長寿日本一」を
目指す取り組みの啓
発と推進のため、
毎月 15日、高齢福
祉課考案のオリジ
ナル T シャツを着用
しています。
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